
２月４日、合併協定調印式
　合併期日は、１７年１０月１日

輝け！象潟っ子プロジェクトを展開

受け継がれる伝承芸能ほか

みんなのひろば

保健、募集、広域情報ほか

慶弔、当番医、こよみ
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　（１月２２日、上浜小学校スキー教室／町営スキー場）
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１２月１６日～１月１５日届け出分

平成１６年１２月末現在

●広報に掲載してほしくない方は、届け出
　のとき住民係へお申し出ください。

齊　藤　晃　祐　（小浜・唐ヶ崎）

眞　坂　三　緒　（本　荘　市）

福　田　隆　志　（臨　　　海）

佐々木　沙　織　（荒　古　屋）

　剛

　恵

静　男

千　鶴

善　裕

摩　耶

直　哉

みず恵

正　明

真由美

祐　治

芙美枝

稔　行

智　子

〔

〔

あい　　　み

しょう　　た

あや　　　ね

はや　　　と

ゆ　　　あん

はる　　　と

須　藤　スモヱ　（８８歳）大 須 郷

佐々木　　瑛　　（７３歳）下 荒 屋

須　藤　ヒ　サ　（８５歳）３２　　区

齋　藤　　大　　（８３歳）本　　 郷

村　上　市三郎　（８２歳）横 　　岡

佐　藤　　博　　（８０歳）鳥の海１区

植　澤　京　子　（５４歳）鳥 屋 森

佐　藤　ト　ミ　（９４歳）大 砂 川

横　山　テ　イ　（９５歳）荒 古 屋

野　村　ヒ　テ　（９２歳）下 荒 屋

　６日・さいとうクリニック（☎４３―３１０５）
　１１日・池田医院（☎４３―３１０６）
 １３日・象潟駅前皮フ科（☎４３―５２５２）
 ２０日・加藤医院（☎３５―２５４３）

 ２７日・金 病 院（☎４３―５５２２）

診察時間は午前９時～正午です。　　
　　　　　　　　　　―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

世帯数　　４，０８５　（－　１）〈－　５〉
人　口　１２，９４２人（－　５）〈－１４３〉
　男　　　６，１９９人（－　３）〈－　８１〉
　女　　　６，７４３人（－　２）〈－　６２〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…　１７人（２８２）    出生…　９人（８８）
転出…　１７人（３６５）    死亡…　１４人（１４８）
※（ ）は１月からの累計
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木
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土

日
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・ビン収集日（指定袋）

・国保税第８期口座振替日

・国保税第８期納期限

・国保税第８期口座振替日

・燃えないごみ収集日（指定袋）

・カン収集日（ボックス）

・第２３回合併協議会（公民館　９時～）
・合併協定調印式（シーサイドホテル　１０時３０分～）
・臨時議会（庁舎議場　１３時～）

・第２８回町民スキー大会
　（町営スキー場　９時～）

・Ｂ＆Ｇ海洋センター休館（～１月１日）

・鶴泉荘休館

・カン収集日（ボックス）

・第２回あっつあつ！おらほの鍋自慢
　（ねむの丘特設会場　１０時３０分～）

・年末の交通安全県民総ぐるみ
　運動（～２０日）

・第２１回象潟町チビッコ卓球大会

・第１２回象潟町シニア卓球大会

・年末・年始の犯罪及び事故
　防止運動（～１月４日）

・建国記念の日

・鶴泉荘休館日

・スキー場開き

・ねむの丘休館日（～２２日）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・役場仕事納め

・ペットボトル収集日（指定袋）

・第２８回女性のつどい
　（町公民館　９時２０分～）

・白寿大学修了式
　（町公民館　１０時１０分～）
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・

・町県民税第４期
・国保税第６期

納期限｝
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火

水
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金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

・ビン収集日（指定袋）

・ビン収集日（指定袋）
・小・中学校終業式（冬休み１月１３日まで）

・燃えないごみ収集日（指定袋）

・カン収集日（ボックス）

・Ｂ＆Ｇ海洋センター休館（～１月１日）
・鶴泉荘休館（～１月１日）

・カン収集日（ボックス）

・年末の交通安全県民総ぐるみ
　運動（～２０日）

・第２１回象潟町チビッコ卓球大会
・第１２回象潟町シニア卓球大会

・年末・年始の犯罪及び事故
　防止運動（～１月４日）

・天皇誕生日

・鶴泉荘休館日・スキー場開き

・ねむの丘休館日

・ペットボトル収集日（指定袋）
・役場仕事納め

・ペットボトル収集日（指定袋）

・町県民税第４期
・国保税第６期

納期限｝

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

（仁賀保町）

２月２８日は国保税８期の納

期限です。お忘れなく納付し

てください。なお、国保税７

期の納期限は１月３１日でした。

いま一度ご確認ください。

　　　―町税務課―

お忘れになっていませんか

日時　２月１９日（土）
　　　午前１０時３０分～
場所　ねむの丘特設会場
　詳しくは、広報と一緒に配布

されたチラシをご覧ください。



町では、町長、助役、合併協議委員、担当職

員が出席し、１月２７日の上郷生活改善センター

を皮切りに、２月１日まで７会場で合併の住民

説明会を開催しています。

町長が合併の理念やこれまでの協議会で確認

された内容を、また助役と担当職員が財政計画

や新市の事務所および行政機構などを説明。

参加した町民からは、合併特例債を施設建設

だけに充当しないで基幹産業の振興にも活用し

てほしい、といった要望や、住所はどうなるの

か、など多くの質問が出されています。

第２３回合併協議会は、２月４日午前９時から

象潟町公民館で開催されます。第２２回で確認さ

れた合併協定書を再確認し、各委員が協定書に

署名します。

合併協定調印式は、２月４日午前１０時３０分か

ら、県議会議員、本荘市由利郡の各首長や３町

の協議会委員・議会議員などが出席して、象潟

シーサイドホテルで行われます。式では、３町

長と特別立会人として寺田知事が合併協定書に

署名します。

２月４日午後１時から、合併に関連する議案

を審議する町議会臨時会を開きます。この臨時

会は３町で同時に開催され、関連議案が可決さ

れると、２月８日に３町長が県に合併申請書を

提出する予定です。
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住民説明会で多くの質問や要望が

第２３回合併協議会が開催されます

知事が立ち合い、合併協定調印式

臨時議会を開催します

新
市
議
会
議
員

          

定
数
は
２４
人

芭
蕉
記
念
館
の

新
設
な
ど
盛
り
込
む

県
合
併
支
援
本
部
が

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
了
承

第
２１
回
仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象
潟
町
合
併
協
議
会
が
１
月
６
日
、

仁
賀
保
町
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
合
併
の
期
日
が
平
成

１７
年
１０
月
１
日
、
新
市
の
議
会
議
員
の
定
数
が
２４
人
、
３
町
の
議
会
議

員
の
在
任
特
例
期
間
が
平
成
１８
年
４
月
３０
日
ま
で
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
第
２２
回
協
議
会
が
１
月
２６
日
に
金
浦
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開

か
れ
、
象
潟
駅
舎
の
改
築
な
ど
が
追
加
さ
れ
た
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

や
合
併
協
定
書
案
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
協
議
で
合

併
協
定
項
目
の
す
べ
て
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
２
月
４
日
に
象
潟

町
で
合
併
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▲議員の在任期間について意見を述べる象潟町長（右）〈第２１回合併協議会〉

合
併
の
期
日
は
、
１４
年
７
月
１

日
開
催
の
第
１
回
協
議
会
で
、
１６

年
３
月
を
合
併
の
目
標
と
し
て
確

認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

協
議
会
が
一
時
中
断
す
る
な
ど
、

当
初
目
標
で
の
合
併
は
不
可
能
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
再
協

議
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
、
各
種
証
明
書
発

行
な
ど
を
行
う
総
合
窓
口
の
設
置

準
備
や
事
務
作
業
の
す
り
合
わ
せ

な
ど
、
住
民
に
迷
惑
を
掛
け
な
い

体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
期
間
が

必
要
と
の
説
明
が
あ
り
、
『
１７
年

１０
月
１
日
』
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
▽
本
年
１０
月
１
日
で

実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
と
の
か
ね

あ
い
▽
窓
口
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
統

合
構
築
の
期
間
▽
市
民
サ
ー
ビ
ス

が
そ
れ
ま
で
に
す
べ
て
間
に
合
う

の
か
、
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
配
慮

し
た
適
切
な
期
間
と
し
て
、
提
案

の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
議
員
の
取
り
扱
い
は
、
１５

年
７
月
１５
日
開
催
の
第
１４
回
協
議

会
と
同
年
８
月
８
日
開
催
の
第
１５

回
協
議
会
で
協
議
さ
れ
、
３
町
の

議
会
議
員
は
特
例
制
度
を
適
用
し
、

合
併
後
も
引
き
続
き
在
任
す
る
こ

と
が
第
１４
回
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
協
議
か
ら
１
年
以
上
が
経

過
し
て
い
る
こ
と
や
県
内
他
地
区

の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
事
務
局

か
ら
特
例
期
間
を
当
初
提
案
の
１

年
１
カ
月
を
７
カ
月
間
に
、
定
数

を
当
初
提
案
の
法
律
上
限
２６
人
か

ら
２４
人
に
修
正
す
る
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
▽
３

月
議
会
で
新
市
の
予
算
を
審
議
し
、

合
併
を
見
届
け
て
務
め
を
終
え
る

の
が
ベ
タ
ー
▽
新
年
度
予
算
は
新

議
員
が
審
議
し
た
方
が
良
い
▽
合

併
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に

７
カ
月
間
必
要
と
理
解
す
る
▽
住

民
の
声
に
耳
を
傾
け
た
定
数
２４
人

は
理
解
で
き
る
▽
２４
人
に
な
る
と

住
民
の
声
が
届
か
な
く
な
る
の
で

は
、
と
い
っ
た
意
見
な
ど
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
修
正

案
の
と
お
り
、
全
会
一
致
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
合

併
協
議
の
再
開
に
あ
た
り
、
横
山

町
長
が
合
併
の
基
本
理
念
の
明
確

化
、
さ
ら
に
合
併
効
果
を
高
め
る

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
を
２
町

に
申
し
入
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
れ
を
受
け
て
、
確
認
さ
れ
て
い

た
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
た
め

再
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

計
画
書
の
中
で
基
本
理
念
が
強
調

さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
施
策
の
方

針
に
新
た
に
次
の
内
容
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
児
童
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
、
ひ
き
こ
も

り
等
社
会
不
安
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
機
構
体
制
を
整
え
る

魅
力
あ
る
観
光
の
促
進

・
芭
蕉
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
芭
蕉

記
念
館
の
新
築
と
蚶
満
寺
を
中

心
に
九
十
九
島
を
巡
る
散
策
道

や
仁
賀
保
高
原
観
光
施
設
の
整

備
を
図
る

・
象
潟
駅
舎
の
改
築
や
金
浦
駅
、

仁
賀
保
駅
の
周
辺
環
境
整
備
を

行
う

住
民
参
加
に
よ
る
行
政

・
地
域
に
お
け
る
情
報
格
差
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
利
便
性
の

格
差
を
生
じ
さ
せ
な
い

効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

・
積
極
的
に
Ｉ
Ｔ
の
活
用
を
図
り
、

住
民
が
最
寄
り
の
庁
舎
で
、
各

種
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
住
民
の
利
便
性
を
追
求

し
、
行
政
の
迅
速
化
・
省
力
化

に
努
め
る

県
の
合
併
支
援
本
部
会
議
が
１

月
３１
日
に
開
か
れ
、
仁
賀
保
町
・

金
浦
町
・
象
潟
町
か
ら
出
さ
れ
た

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
了
承
し

ま
し
た
。
本
部
会
議
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
が
観
光
資
源
や
水

産
震
源
、
電
子
部
品
な
ど
の
工
業

集
積
地
と
し
て
の
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
て
充

実
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

※ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）…家庭内暴力、配偶者による暴力
※ＩＴ（インフォメーション・テクノロジー）…情報技術

※

※

１
月
３１
日
、
象
潟
町
公
民
館
で

開
か
れ
た
住
民
説
明
会

▲

▲
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〜
子
ど
も
の
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
よ
う
に
〜

本
町
で
は
、
１６
年
度
と
１７
年
度
に
秋
田
県

の
モ
デ
ル
地
区
と
な
り
「
生
徒
指
導
総
合
連

携
推
進
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
で
、
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
全

員
が
光
り
輝
く
存
在
に
な
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

い
じ
め
、
暴
力
行
為
、
不
登

校
、
少
年
非
行
な
ど
、
児
童
生

徒
の
問
題
行
動
等
は
依
然
と
し

て
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
、

各
地
域
が
直
面
し
て
い
る
問
題

行
動
等
の
状
況
も
多
様
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

地
域
の
構
成
員
で
あ
る
家
庭
、

学
校
、
地
域
住
民
、
企
業
、
民

間
団
体
、
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な

問
題
行
動
等
の
予
防
や
解
決
と

児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
向

け
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
取

り
組
み
を
行
う
も
の
で
す
。

生
徒
指
導
総
合
連
携

推
進
事
業
の
趣
旨

「
生
徒
指
導
総
合
連
携
推
進
事

業
は
、
文
部
科
学
省
が
実
施
し
、

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
を
輝
か
せ
る
に
は
、
町

民
全
員
で
こ
の
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
と
と
ら
え
、
１６
年
６

月
４
日
に
県
教
育
委
員
会
の
認
可

を
受
け
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
で

す
。こ

の
事
業
を
推
進
し
て
い
る
メ

ン
バ
ー
は
、
日
々
、
子
ど
も
た
ち

と
活
動
し
て
い
る
町
内
４
校
の
教

職
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
警
察
・
町
医
・
学

校
医
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

常
日
ご
ろ
か
ら
青
少
年
の
健
全
育

成
に
努
力
し
て
い
る
各
種
団
体
の

代
表
者
・
町
当
局
関
係
職
員
が
中

心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
を

よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、
本
来

持
っ
て
い
る
自
分
の
本
当
の
実
力

を
発
揮
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
状

態
を
打
破
し
、
明
る
く
自
信
に
満

ち
た
表
情
で
活
動
す
る
子
ど
も
に

す
る
た
め
に
は
、
学
習
・
生
活
両

面
に
お
い
て
困
難
な
こ
と
に
勇
気

を
持
っ
て
取
り
組
む
気
力
を
は
ぐ

く
む
こ
と
が
急
務
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
事
業
の
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
し
て
、
自
分

の
能
力
の
素
晴
ら
し
さ
を
素
直
に

表
現
し
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
本

当
の
実
力
を
学
習
・
生
活
す
べ
て

の
面
で
自
信
に
あ
ふ
れ
た
表
情
で

発
揮
で
き
る
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
初
年
度
の
本
年
度
は
、
ス

タ
ー
ト
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
３
部
会
で
そ
れ
ぞ
れ
生
活
意

識
調
査
・
子
ど
も
の
心
に
関
す
る

講
演
会
・
福
祉
弁
当
へ
の
絵
手
紙

づ
く
り
・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
の

取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
来

年
度
は
、
本
年
度
の
取
り
組
み
を

基
に
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
を
展

開
し
事
業
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
」

子どもたちの諸問題についての調査・
検討に基づき広報活動を行います。

青少年の豊かな心をはぐくみ、社会
性を育てるための活動・研修会・講演
会等を実施します。

子どもたちの諸問題について、現状把
握・情報の共有に努めながら、相談・支
援啓もう活動を推進。諸機関や地域と連
携して、一人ひとりの子どもに継続した
支援が行えるようなネットワークを構築
します。

象
潟
町
教
育
長

大
久
保
　
敬
一

実行委員会は三つの専門部会を組織し、

部会ごとに本町の児童生徒の生活の実態に

即し、豊かな心をはぐくみ、社会性を育て

ていくための実践的な活動を行っています。

自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る

　
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い

実行委員会では、子どもを育てている親、子ど

もたちが直面している問題等について考えてもら

おうと、専門の講師を依頼し講演会を実施してい

ます。

９月３日、象潟中学校体育館を会場に、埼玉県

戸田市立医療保健センターの平岩幹男氏、１月１

２日、象潟シーサイドホテルを会場に秋田県中央

児童相談所の柴田静寛氏の講演会を開催しました。

今後も専門家による講演会を実施する計画です。

広報等でお知らせしますので、ぜひご参加くださ

い。

子どもたちが健やかに育つことが私たちの願いです
（写真＝象潟小３年生の体育授業風景）

平
岩
氏
は
、
い
じ
め
や
性
に

対
す
る
問
題
を
講
演
。
子
ど

も
た
ち
も
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た

柴
田
氏
は
、
「
親
子
で
会
話

す
る
機
会
を
も
っ
と
増
や
し
、

子
ど
も
を
理
解
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た

▲

▲
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去
る
１２
月
３０
日
（
米
国
時
間
）
、
本

町
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
・
ア
ナ

コ
ー
テ
ス
市
元
市
長
の
ド
イ
ル
・
ギ

ア
氏
（
６１
）
が
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

ド
イ
ル
氏
は
、
本
町
が
交
流
を
始
め

た
当
初
の
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
長
で
、
そ

の
後
も
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
姉
妹
都
市
交

流
協
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
本
町
中
学

生
と
の
相
互
交
流
や
文
化
交
流
の
発
展

に
力
を
注
が
れ
て
き
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

平
成
１１
年
７
月
、
日
米

子
供
交
流
事
業
の
引
率

者
と
し
て
初
来
町

　
平
成
１６
年
７
月
、

　
も
う
一
度
象
潟
を

　
訪
れ
た
い
と
、
来

　
町
を
果
た
す

▲
平
成
１４
年
４
月
、

　
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
教

　
育
団
と
と
も
に
２

　
度
目
の
来
町

▲

▲

01020304050607080

010203040506070

県議会・市町村議会
弁護士・医師などの専門職
ＰＴＡ・自治会などの役員
県庁・市町村の役場
国会
企業の管理職・労働組合の幹部
裁判所
国の省庁
国連などの国際機関
理工系など女性の少ない分野の学生
農業・漁業協同組合の幹部
運輸・建設業などの女性の少ない職場
大学・研究所などの研究者
農業や漁業などの従事者
その他

男性も女性も、平等に仕事と家庭の
両立を支援する体制の整備を図る
家事・育児・介護などの家族的責任を
男性（夫）にも平等に担ってもらう
女性が社会参加できるような学習や
訓練の機会を増やす
女性の社会参加に関する情報が身近
にわかるところを増やす
学校で女性の社会参加の必要性を教
える
女性の社会参加を進めるための啓発
活動をする
家庭で女性の社会参加の必要性を考
える

その他

（単位：人）

（単位：人）

７６

６９

６６

４９

４４

３５

２１

１６

２

４５
４４
４３
４２
４１
３１
２８
２３
２２
１９
１８
１６
１５

７

どちらかといえば
必要

３３．８％

必要

無回答

４５．９％

どちらかといえば
必要ない

３．４％
１６．９％

Ｑ．これからの社会では、女性の社
会参加を進めていく必要がある
と思いますか？

Ｑ．今後どのような分野で、特に女性の社
会参加が進むべきだと思いますか？

Ｑ．女性の社会参加を進めるためには、どのよ
うなことが必要ですか？

町郷土資料館では、仁賀保町、金浦町との合併

を控え、象潟町の歴史や文化を多くの人に知って

ほしいと出前講座を開催しています。

１２月中旬に広報等で募集したところ、１月末現

在、町内老人クラブなど１７団体から要請があり、

郷土資料館職員が町内会館等に出向いて話をして

います。内容は、本町にある５件の国指定文化財

のことや松尾芭蕉の本町での動向、２００年前の象

潟地震のことなど、わが町の自慢、知っておきた

い事がらが中心。また、会場では、本町の歴史の

集大成ともいうべき『象潟町史』の宣伝、販売も

行っています。

出前講座は、３月末まで実施する予定です。要

望があれば、休日や夜、町内外を問わず伺います

ので、職場や町内会の研修会、勉強会にぜひご利

用ください。申し込み・問い合わせ先は、郷土資

料館（☎４３―２００５）です。

▲
郷
土
資
料
館
職
員
が
町

　
の
歴
史
・
文
化
を
お
話

　
し
ま
す

　
町
の
こ
と
が
す
べ
て
網

　
羅
さ
れ
て
い
る
『
象
潟

　
町
史
』

▲

男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
女

性
が
自
ら
の
意
識
と
能
力
を
高
め
、
主
体
的
に
考
え

て
行
動
し
、
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
お
よ
び
文
化

的
に
力
を
も
っ
た
存
在
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

女
性
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
参
画
が
進
み

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
行
政
・
民
間
を
問
わ
ず
、
政

策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
を
拡
大
し
て

い
く
た
め
に
も
、
ま
ず
は
自
分
が
変
わ
る
こ
と
意
識

改
革
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
昨
年
９
月
、
町
で
１８
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
女

性
の
社
会
参
加
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
に
対

し
て
、『
必
要
』
『
ど
ち
か
ら
と
い

え
ば
必
要
』
と
答
え
た
人
が
、
約

８０
％
を
占
め
、
大
多
数
の
人
が
女

性
の
社
会
参
加
を
望
ん
で
い
ま
す
。

「
ど
の
よ
う
な
分
野
で
進
む
べ

き
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、
「
県

議
員
・
町
議
員
」
「
弁
護
士
・
医

師
な
ど
の
専
門
職
」
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

自
治
会
な
ど
の
役
員
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
の
政
策
や
方
針

を
決
定
す
る
分
野
、
町
内
の
先
に

立
っ
て
地
域
を
支
え
る
分
野
で
、

女
性
の
社
会
参
加
を
進
め
る
べ
き

と
答
え
て
い
ま
す
。

「
女
性
の
社
会
参
加
を
進
め
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必

要
か
」
と
い
う
問
い
に
は
、『
男
性

も
女
性
も
平
等
に
仕
事
と
家
事
の

両
立
を
支
援
す
る
体
制
の
整
備
』

『
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
の
家

族
的
責
任
を
男
性
に
も
平
等
に
担

っ
て
も
ら
う
』
こ
と
を
多
く
の
人

が
望
む
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

『
女
性
の
社
会
参
加
を

　
進
め
る
必
要
が
あ
る
』

　
が
約
８０
％
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大森地区では、昨年３月に佐藤功さん

と結婚した望美さんに子宝が恵まれるよ

うにと「嫁つつき」が行われた。

子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
成

長
を
願
っ
て
、
小
滝
、
石
名

坂
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
「
い
い
子
に

す
る
か
ら
早
く
帰
っ
て
」
と

泣
き
叫
ん
で
い
た
。

先月号で、２００４年に誕生した赤ちゃ

んを紹介しましたが、本紙の発行日等の都

合で掲載できなかった赤ちゃんを紹介しま

す。

島
地
区
で
は

男
舞
い
と
も
言

わ
れ
る
獅
子
舞

が
、
島
地
区
を

上
と
下
に
分

け
、
１
年
交
代

で
行
わ
れ
た
。

団員によるまとい振りを披露

小
砂
川
地
区
で
は

子
ど
も
た
ち
だ
け
で

編
成
さ
れ
る
獅
子
舞

が
行
わ
れ
た
。
地
区

の
家
々
の
家
内

安
全
の
護
札
を

配
り
な
が
ら

回
っ
た
。

元
旦
に
関
・

諏
訪
神
社
で
酒

の
み
占
い
が
行

わ
れ
た
。
関
地

区
を
町
村
、
奥
川
村
、

立
石
の
三
つ
に
分
け
、

代
表
者
の
酒
の
飲
み
っ

ぷ
り
で
今
年
の
作
柄
を

占
う
。
今
年
は
奥
川
村

が
一
番
の
豊
作
と
い
う

結
果
に
。

横
岡
地
区
で
は
、
１
月
１５
日
か

ら
１６
日
の
明
け
方
ま
で
３
回
の
鳥

追
い
が
行
わ
れ
た
。
２
回
目

の
鳥
追
い
で
は
、
子
ど
も
全

員
が
そ
ろ
っ
て
各
家
々
を
回

り
、
モ
チ
を
も
ら
っ
た
。

小滝・金峰神社では、今年の年男（齋藤正照さ

ん）がついたモチなどを使い、地域の作柄を占う

「まんだらモチ占い」が行われた。

今年は「上作とまでは言えないが、

平年並みの作柄を期待できる」という

結果に。

１月２２日、象潟シーサ

イドホテルで秋田、山形

両県のＭＴＢ大会の活動報告をもとに、広域的に取

り組むことで、さらに鳥海山の魅力を引き出すこと

を狙いとする「環鳥海秋田・山形県際間連携フォー

ラム」が開催されました。

フォーラムでは、アテネ五輪ＭＴＢ日本代表・竹

谷賢二氏が対談形式での基調講演会を行いました。

活動報告では、冨樫昭一さん（鳥屋森）が、「１年でも

早く、鳥海山を一周する大会の実現化を図り、全国か

ら選手を集めたい」と抱負を語りました。

ア
テ
ネ
五
輪
選
手
の
竹
谷
賢
二
氏



受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

仁賀保地区消防団出初式

ことしの安全を
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１０月２９日～１１月４日に開催された「第６回

秋田県押花絵コンクール」で寒河江由香里さ

んの作品が大曲市長賞を受賞しました。

町職員の給与の実態について、平成１６年４月１日現在で行われた「地方公務員給与実

態調査」および「定員管理調査」に基づいてお知らせします。

町職員の給与は、民間企業の給与の実態や生計費、物価などの調査に基づく国に準じた

もので、条例に定められています。

㈰人件費の状況
　（平成１５年度普通会計決算）

㈫一般行政職の平均給料・給与月額および平均年齢状況（平成１６年４月１日現在）

（ア）期末・勤勉手当（平成１５年度支給割合）
㉀職員手当

㈷特別職の報酬等
　　　　　　　（平成１６年４月１日現在）

㈭一般行政職の経験年数別平均給料月額
　　　　　　　　　　　　　　　（平成１６年４月１日現在）

㈯一般行政職の級別職員数（平成１６年４月１日現在）

㈮一般行政職の昇給期間の短縮
　　　　　　　　　　　（平成１５年度）

㉂職員数の適正管理の状況

㈬一般行政職の初任給（平成１６年４月１日現在）

歳出合計　５０億９，５１２万円

人件費　　１０億４，１７１万１千円

その他　　４０億５，３４０万９千円

㈪職員給与費の状況
　（平成１６年度一般会計当初予算）

給与　　　　　　４億３，２６０万９千円

職員手当　　　　　　６，１５０万９千円

期末・勤勉手当　１億７，４６９万６千円

職員数　　　　１１２人
一人当たりの給与額

　　　　５９７万２千円

区　分　　　   平均給料月額　　　 平均給与月額　　　　平均年齢

象潟町

秋田県

　国

　　　　　経　験　年　数

５年～９年　　１０年～１４年　　１５年～１９年

　２０６，２００円　　　  ２３７，０００円　　   　３０２，５００円

区　分
　　　                       象潟町・秋田県・国

　　　　　　  初   任   給　　　　採用２年経過日給料額

大学卒

高校卒

３２０，７００円

３５１，８００円

３２７，６００円

３４５，４００円

４２２，３００円

３８１，１００円

１７０，７００円

１３８，８００円

１８４，４００円

１４８，５００円

４３歳６月

４２歳１月

４０歳２月

　区　分

期末手当

勤勉手当

区　分　　　１級　　２級　　３級　　４級　　５級　　６級　　７級　　８級　　合計

標準的な職務内容　主事補　主事　 主任　 主査　 係長　課長補佐　課長　 主幹

職　員　数　　６人　　７人　　１５人 　１０人 　２３人 　１６人 　１５人　　０人　　９２人

職　員　数　　　　　９６人

昇給期間短縮職員数　　　１８人

比　　　率　　　　１８．８％

６．５％７．６％ １６．３％ １０．９％ ２５．０％ １７．４％ １６．３％

（注）人件費には、特別職に支給される給料・
　 報酬などを含みます

（注）職員手当には、退職手当は含みません
　 一般会計予算の職員には、公営企業職は含みません

（注）支給割合は秋田県・国と同じです（単位：月分）（注）支給割合は秋田県・国と同じです（単位：月分）

（注）現在、町では大卒者も初級試験（高卒程度で採用しています）

（注）一般行政職は、税務職・保健師・公営企業職・技能労務職を除きます

（注）給料は本給のみをいい、給与には扶養手当・住居手当・通勤手当などが含まれています）

６月期

　１．５５

　０．７

１２月期

　１．４５

　０．７

合　計

　３．００

　１．４

（イ）退職手当

　区　分

自 己 都 合

勧奨・定年

勤続２０年

　２１．００

　２８．０８７５

勤続２５年

　３３．７５

　４３．３３５

勤続３５年

　４７．５

　６０．９９

最高限度額

　６０．００

　６０．９９

（ウ）特殊勤務手当（平成１５年度支給）

（オ）扶養手当・住居手当・通勤手当（平成１６年４月１日現在）

部門別職員数の状況と主な増減理由（平成１６年４月１日現在、単位：人）

（注）支給額は国と同じです（単位：円） （注）特別職には期末手当３．３カ月分が支給されます

（教育部門の職員数には教育長を含みます）※条例で定められている職員定数は１６３名です。

（エ）時間外勤務手当（平成１５年度支給）

　　　支給総額

一人当たりの支給年額

２０，１４７千円

　１６９千円

８１０，０００円

６２０，０００円

５７５，０００円

５５２，０００円

２７２，０００円

２３２，０００円

２２０，０００円

　手当の種類

町税の賦課徴収手当
車両整備管理業務手当

　手当名

扶養手当

住居手当

通勤手当

支給額

１３，５００
  ６，０００
  ６，５００
１１，０００
  ５，０００
  ５，０００

２７，０００
  ２，５００

５０，５００
２４，５００

区　分　　　給料（報酬）月額
　　　　区　　　　分

配偶者
配偶者以外の２人目まで
扶養親族でない配偶者がある場合１人について
配偶者がいない場合の１人目
その他
満１６歳年度当初から満２２歳年度末まで（加算）

借家（支給限度額）
自家（新築から５年目まで）

交通機関利用（支給限度額）
交通用具利用（支給限度額）

全職員に占める割合

　　　９．２％

一人当たり平均支給年額

　　６４，０００円

職員数の適正管理については、これまでの構造改革、ＯＡ化の導入、事務事業の見直し、

人員配置の合理化および退職者の補充の計画的採用などに取り組んだ結果、平成８年度から

の定員適正化計画５カ年で１７人の減員、引き続き本年度までさらに２１人、これまで合計３８人

の減員を行いました。今後とも、職員の能力活用と組織機構の見直しを図り、引き続き定員

管理の適正化に努めてまいります。

 

（
福
祉
を
除
く
）

一
　
般
　
行
　
政

一般行政計

小　　　計

小　　　計

合　　　計

特別行政

公営企業等

区　　分　　　　　 職　員　数

部　　門　　　　 １５年　　　１６年
対前年増減数　　　　　　主な増減理由

議　会

総　務

税　務

農　水

商　工

土　木

民　生

衛　生

教　育

水　道

下水道

福　祉

２

２６

１０

１２

８

１２

１４

８

９２

２３

２３

５

１

１１

１７

１３２

２

２３

１０

１２

７

１０

１４

８

８６

２２

２２

４

１

１２

１７

１２５

▲３

▲１

▲２

▲６

▲１

▲１

▲１

１

▲７

合併協議会事務局職員の減

人員配置および事務の合理化による減員

事務事業の減および退職不補充による減

退職不補充による削減

人員配置および事務の合理化による減員

事務事業の増による増員

町　長

助　役

収入役

教育長

議　長

副議長

議　員

２０．４％

７９．６％

人件費

６４．７％

９．２％

２６．１％ 給与

職員手当

期末・勤勉手当

その他

国保・介護・ガス

２０．４％

７９．６％

人件費

６４．７％

９．２％

２６．１％ 給与

職員手当

期末・勤勉手当

その他



　
桜
ケ
丘
　
　

　
齋
藤
　
珠
樹
さ
ん
（
１９
歳
）

　
　
　
　
―
秋
田
経
済
法
科

　
　
　
　
　
　
　
　
短
期
大
学
１
年
―
　

ｖｏｌ．２３ｖｏｌ．２３

グ
ワ
ー
ン
と
強
烈
な
一
撃
。
電
気
、
ガ
ス
が
消
え
、
暗
闇

の
中
で
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
を
探
す
。
ま
た
強
烈
な
余
震
。

「
あ
、
ま
た
来
た
。
家
が
潰
れ
る
」
。
恐
怖
の
時
間
の
連
続

で
し
た
。

地
震
の
晩
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
自
宅
の
倒
壊
の
危
険
を

感
じ
、
車
中
泊
で
し
た
。
わ
が
家
４
人
は
、
自
宅
近
く
の
水

道
局
の
駐
車
場
で
一
晩
を
明
か
し
ま
し
た
。
次
の
日
に
は
、

す
で
に
ふ
る
さ
と
秋
田
県
か
ら
も
救
援
の
給
水
車
が
到
着
し

て
お
り
、
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幸
い
自
宅
は
基
盤
に
ひ
び
が
入
っ
た
程
度
で
し
た
が
、
近

く
で
も
倒
壊
家
屋
が
多
く
、
地
震
の
凄
ま
じ
さ
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

私
は
、
高
校
１
年
の
と
き
に
新
潟
地
震
に
遭
い
、
こ
れ
で

大
地
震
は
２
度
目
。
当
た
り
つ
い
で
に
と
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
を
購
入
し
ま
し
た
が
、
見
事
は
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

残
念
。

一
家
し
て
わ
が
身
の
幸
運
に
感
謝
し
、
「
全
国
の
多
く
の

人
た
ち
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
も
ら
っ
た
。
今
度
災
害

が
あ
っ
た
ら
支
援
に
行
こ
う
な
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

象
潟
も
芭
蕉
の
こ
ろ
は
海
の
底
。
わ
が
故
郷
で
は
、
災
害

が
発
生
し
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

と
は
言
え
、
こ
ち
ら
は
ぼ
さ
ぼ
さ
と
降
り
続
く
雪
。
こ
の

重
み
で
倒
壊
が
１０
軒
を
超
え
た
と
い
う
。
ま
だ
余
震
は
続
い

て
い
ま
す
。

　竹島　久一郎さん

（新潟県長岡市在住
　＝下荒屋出身・５５歳）
　

先月号の答え

　解答をハガキまたはファクス（４３―５７

０７）で、住所・氏名・年齢・電話番号を

明記の上、できればメッセージを添えて、

〒０１８―０１９２ 象潟町役場広報クイズ係ま

で。締め切りは２月１８日（金）の消印まで

有効。正解者の中から抽選で４人の方に

記念品をプレゼントします。発表は３月

号の紙上で。先月の当選者は次の４人の

方です。（敬称略）

堀幸雄（小浜・唐ヶ崎）、佐々木藤一（横

町）、藤田福治（潟見町２区）、伊藤繁雄

（小砂川１区）

　絵本を読むのが大好
き。お兄ちゃんの本
だってちゃんと読める
んだよ

　デカレンジャーに
夢中！いつもチャン
バラごっこして遊ん
でるんだ

　石井絵理香　
　　　（５才・中橋町）

ち　ゃ　　ん

齋藤　大夢　
　　（５才・大森）

ち　ゃ　　ん

え　り　か

ひろむ

げんきッズ

　１月３０日、町営スキー場で行われた「町民ス
キー教室」にお兄ちゃん、お姉ちゃんと一緒に
参加していた元気いっぱいの二人。

あそ

にい　　　　　　　ほん

えほん　　 よ　　　　　　だいす

むちゅう

みんなの
　ひろばつ

か
の
間
の
夕
日
と
ど
め
し
寒
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

寒
椿
生
け
て
言
祝
ぐ
宴
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
井
　
藤
　
夫

境
内
の
一
隅
明
し
寒
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
　
藤
　
　
　
隆

潮
騒
の
つ
つ
む
坪
庭
寒
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
正
　
雄

弾
き
初
の
一
瞬
へ
だ
た
る
妻
を
見
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
富
　
雲
　
酔

イ
ン
ド
洋
の
巨
大
津
波
は
幾
万
の

人
を
瞬
時
に
呑
み
つ
く
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

雲
間
よ
り
差
す
ひ
と
筋
の
光
あ
り

元
朝
の
海
の
豁
然
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
ミ
　
キ

季
節
感
な
き
も
の
ま
で
も
多
々
並
ぶ

ス
ー
パ
ー
に
真
冬
ス
イ
カ
を
買
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
　
　
忠
　
子

夫
と
孫
等
各
々
得
意
の
ネ
タ
を
持
ち
て

大
晦
日
の
宵
手
品
に
ふ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
　
野
　
京
　
子

八
十
路
に
て
ド
ラ
マ
の
ご
と
き
人
生
に

感
謝
を
し
つ
つ
除
夜
の
鐘
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
君
　
子

あじさいの里
　代　表　佐々木郁子さん
　会　員　６人
　設　立　平成１３年５月

＝第１１回＝

　次の３つの問題を
解いてください。答
えは今月の広報の紙
面の内容に隠れてい
ます。

㈰「生徒指導総合連携
　推進事業」の専門部
　会はいくつあります
　か？

㈪郷土資料館で町内会

　等を回って行ってい

　るのは『◯◯講座』
㈫１月２２日、ＭＴＢの
　講演会で本町を訪れ
　たアテネオリンピッ
　ク選手の名前は？

㈰１２月１３日～１７日

㈪１０人

㈫チューリップ
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性格は
「明るい性格で、友達が落ち込んでいるときはいつも

元気づけています」

いま熱中していることは
「去年からいとことバンドを組んでギターを始めまし

た。毎週末、二人で練習しています」

将来の夢は
「大学で栄養学を専門に勉強しています。将来は栄養

士になりたいですね。スポ少のバスケを指導している

ので、子どもたちのためにも、象潟町に就職したいで

す」

理想の男性のタイプは
「気持ちが優しくて、象潟町を愛している人です」

た
ま
き

か
つ
ぜ
ん

今
月
１９
日
に
「
第
２
回
あ
っ
つ
あ
つ
！
お

ら
ほ
の
鍋
自
慢
」
を
開
催
す
る
『
あ
じ
さ
い

の
里
』
代
表
の
佐
々
木
さ
ん
（
写
真
）
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
『
あ
じ
さ
い
の
里
』
は
、
町
内
旅
館
の

女
将
を
中
心
と
す
る
女
性
グ
ル
ー
プ
で
す
。

象
潟
町
は
、
夏
季
の
イ
ベ
ン
ト
は
数
多
く

あ
り
ま
す
が
、
冬
季
は
、
集
客
に
つ
な
が
る

も
の
が
少
な
い
と
感
じ
、
昨
年
か
ら
『
鍋
自

慢
』
を
企
画
し
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
手
探
り
の
状
態
、
悪
天
候
の
中

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
予
想
を
大
幅

に
上
回
る
観
光
客
や
近
隣
か
ら
の
来
場
者
で

特
設
会
場
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
も
１２
の
鍋
が
出
店
し
ま
す
。
鍋
を
囲

む
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
笑
顔
の
『
輪
』
が

広
が
る
こ
と
を
願
い
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
女
性
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア

で
、
地
域
の
活
性
化
に
一
役
買
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
」

す
さ

お
か
み



▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

期
日
　
�
２
月
７
日

　
　
　
�
２
月
１７
日

受
付
　
午
前
９
時
４５
分
〜
１０
時

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
�
健
康
体
操

　
　
　
�
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

▼
生
活
チ
ェ
ッ
ク
教
室

期
日
　
２
月
１６
日

受
付
　
午
前
９
時
３０
分
〜
９
時
５０
分

場
所
　
町
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容
　
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
と

調
理
実
習

　
　
「
塩
分
を
控
え
た
お
い
し
い
食

事
〜
高
血
圧
予
防
の
た
め
に
〜
」

対
象
　
成
人
病
検
診
の
結
果
、
脂
質
・

血
圧
値
が
日
常
生
活
の
改
善
を

必
要
と
さ
れ
た
人
（
家
族
の
参

加
も
可
）

定
員
　
２８
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
２
月

１４
日
　
ま
で
町
福
祉
課
保
健
係

（
☎
４３
―
７
５
０
１
）
へ

▼
乳
児
健
診

期
日
　
２
月
１８
日

受
付
　
▽
４
、
７
カ
月
児
…
午
後
０

時
４５
分
〜
５５
分

　
　
▽
１２
カ
月
児
…
午
後
１
時
１５
分

〜
３０
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
１６
年
２
月
、
７
月
、
９

月
１７
日
〜
１０
月
１７
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
保
健
係

次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
で
、
所
得
税
の
控
除
申
告
を
予

定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
福
祉
課
介
護

保
険
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
納

付
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

◇
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、
身

体
障
害
者
手
帳
等
お
持
ち
で
な
い

６５
歳
以
上
の
方
で
、
障
害
に
よ
り

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
等
の
所
有
者
と
同
等

と
思
わ
れ
る
方

◇
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
の
証
明

（
２
年
目
以
降
）
の
確
認
が
必
要

な
方

◇
介
護
保
険
料
を
納
付
書
、
ま
た
は

口
座
振
替
に
て
納
付
し
た
方

で
、
１６
年
中
に
納
付
し
た
金
額

の
証
明
が
必
要
な
方

問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

対
象
児
童
　
小
学
校
１
〜
３
年
生

定
員
　
３０
人
程
度
（
書
類
選
考
）

保
育
時
間
　
▽
月
〜
金
曜
日
…
学
校

終
了
後
〜
午
後
６
時
３０
分
）
　

▽
土
曜
日
・
長
期
休
み
期
間
…

午
前
７
時
３０
分
〜
午
後
６
時
３０

分

保
育
料
　
平
日
２
０
０
円
、
土
曜

日
・
長
期
休
み
２
５
０
円
、
月

額
５
　
０
０
０
円
程
度

※
複
数
児
童
の
場
合
、
減
免
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
　
３
月
１５
日
　
ま
で
町
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
４３
―
７
５
０
１
）
へ

建
石
団
地
　
２
戸
（
Ｓ
５６
年
築
／
２

Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
１
階
、
Ｓ
６０
年
築
／

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
２
階
）

募
集
期
限
　
２
月
１５
日
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
建

設
課
管
理
係
（
☎
４３
―
７
５
０

９
）

県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
催
の

発
掘
調
査
結
果
報
告
会
が
、
本
荘
文

化
会
館
（
本
荘
市
）
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

日
程
　
▽
２
月
１９
日
　
　
午
後
１
時

〜
４
時
１０
分
　
▽
２０
日
（日）
　
午

前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

内
容
　
▽
本
荘
市
湯
水
沢
遺
跡
な
ど

１６
年
度
に
県
内
で
実
施
し
た
発

掘
調
査
結
果
の
紹
介
　
▽
講
演

会
　
▽
出
土
品
等
の
展
示

※
講
演
会
は
、
２０
日
の
午
後
２
時
〜

４
時
。
講
師
は
千
田
嘉
博
氏
（
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
教
授
）
で
、

演
題
は
「
発
掘
調
査
で
わ
か
る
中

世
城
館
」

問
い
合
わ
せ
先
　
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
中
央
調
査
課
（
☎
０
１

８
―
８
８
９
―
９
３
０
５
）

日
時
　
２
月
１７
日
　
、
１８
日
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
鶴
舞
会
館
（
本
荘
市
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
２
月

１６
日
　
ま
で
東
北
税
理
士
会
本

荘
支
部
（
☎
２４
―
４
５
５
３
）
へ

日
時
　
２
月
１７
日
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
町
公
民
館

相
談
内
容
　
土
地
の
分
筆
、
地
目
変

更
、
家
屋
の
新
築
・
増
築
、
相

続
な
ど

相
談
担
当
者
　
司
法
書
士
・
土
地
家

屋
調
査
士

問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
地
方
法
務
局

総
務
課
（
☎
０
１
８
―
８
６
２

―
６
５
３
１
）
　

所
在
地
　
東
京
都
中
野
区
白
鷺
１
―

７
―
１０

募
集
人
員
　
男
子
１０
人

寮
費
　
一
人
部
屋
　
年
間
４２
万
円

　
　
　
二
人
部
屋
　
年
間
２４
万
円

　
　
（
た
だ
し
、
光
熱
水
費
、
食
事

は
別
途
）

問
い
合
わ
せ
先
　
小
林
工
業
・
小
川

（
☎
２２
―
５
３
２
０
）

◎
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
登
記

期
日
　
２
月
１４
日
　
か
ら

申
請
手
続
き
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
動
産
登
記
簿

の
謄
本
・
抄
本
に
替
え
て
「
登
記
事

項
証
明
書
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
手
数
料
は
１
通
１
　
０
０

０
円
（
１０
枚
ま
で
）
で
す
。

ま
た
、
登
記
簿
の
閲
覧
は
な
く
な

り
、
「
登
記
事
項
要
約
書
」
を
発
行

し
ま
す
。
手
数
料
は
１
登
記
記
録

（
１
筆
）
５
０
０
円
（
５
枚
ま
で
）

で
す
。

◎
商
業
・
法
人
登
記

期
日
　
２
月
２８
日
　
か
ら

登
記
簿
が
帳
簿
か
ら
電
磁
デ
ー
タ

に
変
わ
る
た
め
、
登
記
申
請
手
続
き

の
一
部
や
発
行
さ
れ
る
証
明
書
等
の

様
式
が
変
わ
り
ま
す
。

印
鑑
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
と
き

は
、
す
で
に
お
持
ち
の
印
鑑
証
明
交

付
用
カ
ー
ド
を
引
き
続
き
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
地
方
法
務
局

本
荘
支
局
（
☎
２２
―
０
５
１
６
）

受
講
期
間
　
４
〜
１２
月
の
毎
月
１
回

（
日
に
ち
は
後
日
通
知
）

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
西
目
町
公
民
館
シ
ー
ガ
ル

講
師
　
県
内
の
大
学
教
授
、
郡
市
内

の
市
町
長
、
各
分
野
の
専
門
家

科
目
　
社
会
、
経
済
、
政
治
、
教
育
、

文
化
、
健
康
、
福
祉
、
環
境
等

対
象
　
本
荘
市
由
利
郡
内
に
居
住
す

る
５０
歳
以
上
の
人

学
費
　
年
間
３
　
０
０
０
円
（
申
込

時
に
納
付
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
２
月

２０
日
　
ま
で
、
地
域
理
事
・
羽

川
潔
（
☎
４３
―
５
３
４
１
）
へ

※
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
開
講
式
・

打
ち
合
わ
せ
）
は
、
４
月
１１
日
　

の
午
前
１０
時
か
ら
行
い
ま
す
。

◆「スキー子どもの日」
期間　３月までの毎月第３日曜日

時間　午前９時～午後８時４５分

場所　鳥海オコジョランドスキー

場

内容　中学生以下は、終日リフト

料無料

問い合わせ先　オコジョランドス

キー場（☎５８―２９３２）

◆「２００５由利の明日を日本酒に
聞く集い」 

日時　２月１２日（土）　

　　　午後５時３０分～８時３０分

場所　ゆりの里交流センター「ゆ

りえもん」　

内容　利き酒大会、抽選会など

参加費　前売券３，０００円

　　　　（１００人限定）

販売店　由利町内の酒店、ゆりえ

もん

問い合わせ先

　　ゆりの里特産品推進協議会

　　（☎５３―３３１４）

◆「２００５雪上野球W杯東由利大会」 
日時　２月２７日（日）　午前１０時～

場所　東由利野球場　

参加費　１チーム５，０００円

問い合わせ先　東由利町企画課

　　（☎６９―２１１３）

◆「ウインターフェス２００５」 
日時　２月１１日（金）　

　　　午前９時～

場所　ぽぽろっこ　

内容　体験型ミニかまくら、国盗

り雪合戦、花火、コンサート

問い合わせ先

　　実行委員会事務局

　　（☎６５―２２１１）

矢島町

金浦町

岩城町

本荘市

西目町

仁賀保町

1415

『
温
泉
に
正
し
く
入
っ
て
健
康
増
進
』

　
第
６
回
温
泉
療
法
教
室
を
開
催

２月２８日は国保税８期の納

期限です。お忘れなく納付く

ださい。なお、国保税７期納

期限は１月３１日でした。いま

一度ご確認ください。

　　　―町税務課―

お忘れになっていませんか

，

，

　
４
、
７
カ
月
児
は
離
乳
食
教

室
が
あ
り
ま
す
。

４
カ
月
児
…
午
後
１
時
〜

７
カ
月
児
…
午
後
１
時
１５
分
〜

２
月
の
「
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」

う
さ
ぎ
コ
ー
ス
の
期
日
が
次
の
と

お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
・

内
容
等
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

期
日
　
２
月
２４
日

役
場
人
事
異
動

（
２
月
１
日
付
・

　
カ
ッ
コ
内
は
異
動
前
）

【
仁
賀
保
町
・
金
浦
町
・
象
潟
町
合

併
協
議
会
事
務
局
勤
務
〈
企
画
課

所
属
〉
】

　
▽
主
査
　
佐
々
木
修
（
総
務
課
行

政
係
主
査
）

，

（火）

（火）

（金）

（土）

（日）

（月）

（木）

（木）

（水）

（月）

（月）

（月）

（金）

（日）

（木）

（木）

（水）


